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現行の手順を Playbook として置き換え自動化

● Playbook は実行可能なパラメータシート兼手順書として利用できる。

Ansible による自動化の考え方

設計書 パラメータシート 手順書

設計書 Playbook

作業者 環境

Ansible 環境
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Ansibleによる自動化とは

自動化 1.0
↓

自動化 2.0

キーワード

の課題を
解決し

を実現す
る
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従来の自動化が抱える課題（サイロ化）

手順書

手作業

システムX

システムY

システムZ 自動化
ツールB

スクリプト

自動化
ツールA

自動化
ツールC

ツールがバラバラ

再利用できない自動化

どの作業もあの人しか
わからない・できない

ブラックボックス化
ボトルネック化

横展開が不可能
標準化を阻害

全体の効率低下

自動化を進めても・・・

自動化の効果が出ない。広がらない。本気で取り組まれない。

ネットワーク サーバー ストレージ

スキルセットの違いに
よる自動化レベル差

手順書

手作業

手順書

手作業
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Ansible Automation の特徴（１）

SIMPLE POWERFUL AGENTLESS
誰もが読める

標準化された

自動化言語

多様な制御対象を
統一的手法で

自動化

セキュアで
信頼性の高い設計

Playbook Modules Architecture
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Ansible による自動化1.0の課題の解決（2段階の標準化）

自動化の
作り方

自動化の
実行方法

認証情報は

作業者が与

える

ツールに情

報を登録

マクロの実

行画面で人

が入力

ツールに

よってバラ

バラ

作り方
を

標準化

実行方法
を

標準化

全員が同じ方法
で自動化を作成

できる

全員が同じ方法
で自動化を実行

できる

サイロ化された自動化(1.0) Ansibleのアプローチ

シェル
スクリプト

専用
ツール

マクロ

サーバーへ
ログインして

実行

管理GUIを
起動して
実行

TeraTerm
から
実行

スキルセット

の差

サーバー クラウド ネットワーク サーバー クラウド ネットワーク
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Ansible Automation の特徴（２）

組織として自動化に取り組むためのツール

・自動化の仕組みを広範囲で活用し効果を最大化する。

・属人性を排除し、継続的な改善を可能とする。

システムとして自動化を組み込むためのツール

・自動化をサービス化（機能化）する。

・API連携しシステムの一部として自動化を組み込む。

・末端の操作を抽象化し、自動化するためのコストを削減。
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Ansible による自動化2.0の実現（作業のサービス化）

置換 (自動化1.0) サービス化(機能化) 連結

単純に手順を置き換える
（簡単な箇所から小さく部分的な自動化）

作業を機能化して
別の人に実行してもらう

小さな機能を連結して
大きな機能を作る

テスト仕様書

パラメータシート

手順書

コスト削減 品質向上スピードアップ属人性排除

個別の自動化

ユーザー毎の権限管理
で必要なサービスのみ実
行

自動化 2.0
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自動化をサービス化し、組織間のオーバーヘッドを軽減（１）

LB
閉塞

事前
バックアップ

モジュール
更新

事後
バックアップ

LB
開放

動作確認

作業の
調整＆確認

作業の
調整＆確認

サーバー
チーム

アプリ
チーム

NW
チーム

手作業 or 自動化1.0

作業前の
準備

実作業

WEBアプリケーションのリリース作業例

自動化2.0

自動化1.0

● 業務プロセス
● 確かさの検証

● どう作るか
● どう実行するか

全体の60〜90%を占める

全体の10〜40%を占める

抜本的な改善にはここ
にアプローチする必要

がある
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自動化をサービス化し、組織間のオーバーヘッドを軽減（２）

LB
閉塞

事前
バックアップ

モジュール
更新

事後
バックアップ

LB
開放

動作確認

作業の
調整＆確認

作業の
調整＆確認

サーバー
チーム

アプリ
チーム

NW
チーム

手作業 or 自動化1.0

作業前の
準備

実作業
LB
閉塞

事前
バックアップ

モジュール
更新

事後
バックアップ

LB
開放

動作確認

作業の
調整＆確認

サーバー
チーム

アプリ
チーム

NW
チーム

一部サービス化された状態

サービス
化された
作業

NWチーム
が登場しな

くなる

WEBアプリケーションのリリース作業例

調整するチームが減るこ
とで調整・確認量は大幅
に減少

3チーム→ 3経路
2チーム→ 1経路
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自動化をサービス化し、組織間のオーバーヘッドを軽減（３）

LB
閉塞

事前
バックアップ

モジュール
更新

事後
バックアップ

LB
開放

動作確認

作業の
調整＆確認

作業の
調整＆確認

サーバー
チーム

アプリ
チーム

NW
チーム

手作業 or 自動化1.0

作業前の
準備

実作業
LB
閉塞

事前
バックアップ

モジュール
更新

事後
バックアップ

LB
開放

動作確認

作業の
調整＆確認

サーバー
チーム

アプリ
チーム

NW
チーム

一部サービス化された状態

サービス
化された
作業

NWチーム
が登場しな

くなる

完全自動化

LB閉塞

事前バックアップ

モジュール更新

事後バックアップ

LB開放

動作確認

大部分が
サービス化さ
れたら、それ
らを連結

WEBアプリケーションのリリース作業例
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Ansible による自動化の進め方（１）

簡単にできる場所から
小さく始める

作業A 作業B

☓ 最初から全部を自動化する必要はない
☓ 大きな自動化は作りが複雑化しやすい
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Ansible による自動化の進め方（２）

小さくサービス化した
自動化を再利用する

作業A 作業B

☓ 大きく作った自動化は再利用しにくい
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Ansible による自動化の進め方（３）

パーツが揃ったら連結
作業A 作業B
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Ansible による自動化の進め方（４）

ボタンの品質維持も
自動化していく

作業A

インフラの継続的インテグレーションの実施
● 作成した自動化の正しさを自動で検証し続

ける
● インフラに発生する様々な変化に対して、

問題があればすぐに検知

自動化を作成

バージョンアップされたOS環境に対応

セキュリティ対策で一部の設定が変更

問題を検知したらすぐに修正を実施

CI
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自動化2.0 を実現した状態

対象ノード数

Playbook数

自動化の効果が
最大化されている

新しい対象への展開部分的な適用 標準化

〜数百ノード

〜数千ノード

数万ノード〜

2-3の部署/適用対象 ITに関わる過半数以上の
部署/適用対象

組織全体

# 
of

 N
od

es

# 
of

 P
la

yb
oo

ks
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● 従来の自動化1.0が抱える課題（サイロ化）を解決

○ 自動化の作り方や使い方に関する技術面の改善

● 自動化2.0への移行を強力にサポート

○ サービス化によるプロセス面の改善

● 小さく始めて、大きな成功へとつなげる王道の自動化

○ 自動化の効果を最大化するソリューション

Ansible とは



ハンズオンの実施
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Ansible の構造

playbook

inventory

credential

module

role servers

networks

cloud

ansible.cfg

variables
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Red Hat is the world’s leading provider of 

enterprise open source software solutions. 

Award-winning support, training, and consulting 

services make 

Red Hat a trusted adviser to the Fortune 500. 
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